
「輪」を「和」でつなぐ。 

この理念のもとに、島田療育

センターはちおうじは歩みを始

めました。 

水面（みなも）に放たれた一つの石。その石が

まっさらな水面に波紋を描いていきます。その石

は、「子ども」です。「家族」です。その波紋は、

はじめは小さいけれど、ゆっくりと広がっていきま

す。大きな輪をかもし出していきます。その「輪」

を和みの「和」でつなげます。そして、笑顔の

「輪」で包み込んでいきます。「輪」をつなげるの

は、私たちです。「子ども」「家族」に関係するす

べての人々が「輪」をつなげていきます。そんなイ

メージで、この理念は生まれました。 

「子ども」は本当に純粋です。我々は、「子ど

も」の「笑顔」にどれだけ癒されたことでしょう。

「安らぎ」にどれだけ救われたことでしょう。で

も、そんな「子ども」を、大人たちは「社会」とい

う枠の中で、純粋さを奪っていきます。追い詰めて

いきます。そして、その「子ども」を守ろうと家族

はあせります。必死になります。その必死さゆえ

に、怒りを「子ども」にぶつけ、いつしか「子ど

も」は笑顔を失います。 

でも、ちょっと待ってください。肩の力を抜い

て、深呼吸してみましょう。見上げた青空は、どこ

までも果てしなく広がっています。そう、人は一人

ではない。みんな「輪」でつながっているんです。

みんなと歩む新しい一歩は、希望の一歩に変わるこ

とでしょう。そして気づくんです。私たちを本当に

支えつなげているのは、「子ども」だということ

を。 

（所長 小沢 浩） 

「愛することからはじめよう    
  小林提樹と島田療育園の歩み」 

著 者：小沢 浩 

発行所：大月書店 

価 格：1680円（税込） 

日本の重症心身障害児の歴史を切り開

いた島田療育園の歩みを綴った本です。 
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都立八王子小児病院が平成22年3月より、都立

小児総合医療センターに移転し、府中まで通院し

なければならなくなった八王子地区の障害児の負

担は大きなものになりました。そのような現状を

尐しでも解決するために、障害児医療の充実に向

けて八王子市からの補助を受けて、平成23年４月

４日に「島田療育センターはちおうじ」が開設し

ました。 

「島田療育センターはちおうじ」は、旧都立八

王子小児病院跡地の「八王子市小児障害メディカ

ルセンター内」にあり、新館（地下1階地上3階）

とCT棟を改装し、一般小児外来事業を行うために

保育棟部分を増築して事業を行っています。 

1階では、障害児者外来診療事業（以下療育診

療）と一般小児科外来事業（以下小児診療）を

行っています。療育診療では、原則0歳～15歳ま

での障害児に対して（重症心身障害者を除く）、

医学的診断・評価・リハビリ訓練・指導（理学療

法・言語聴覚療法・心理指導）等を行います。ま

た、専門職が参加する摂食外来や補装具外来など

の特殊外来も開設しました。小児診療では、新生

児から中学生までの子どもたちを対象に、診察・

治療、予防接種、乳幼児健診、栄養相談を行いま

す。医学的検査として、脳波検査、脳波聴力検

査、血液、尿検査、などの各種臨床検査や放射線

検査も行います。現在、常勤医師5名と非常勤医

師5名が診療にあたっています。 

2階では、重症心身障害者通所事業を行ってい

ます。東京都（居住支援課）および児童相談所と

の連携により、18歳以上の在宅重症心身障害者

で、心身障害者生活実習等の通所施設に入所でき

ない方を対象に、社会生活に適応していくために

必要な生活指導、昼食および入浴サービス、保護

者に対する相談業務・家庭支援、専門職員による

各種訓練を行います。また、誕生会やセンター外

活動などの四季折々の行事も行います。現在、13

名の利用者さまが通所しており、段階的に定員を

30名にする予定です。 

3階では、発達障害児支援事業として医師・リ

ハビリスタッフなどの専門家がチームを組んで幼

児の親子グループ指導や年長児グループ指導、他

機関・施設職員および保護者向けの研修会や講習

会といった地域向けの啓発活動を行っています。 

職員は医療・療育に直接携わる職員と事務系職

員合わせて、60名で各事業にあたっています。半

年を経過して、相談・診療・リハビリなど、毎日

約100名の方が新センターを利用してくださって

います。人と人との「輪」を大切にして、利用す

る全ての人が「和
なご

」めるセンターを八王子市と一

体となって作っていきたいと思っております。 

（副所長 鮎澤 浩一） 

一見変わりませんが、実は外壁の塗装も塗りなおしてあります。 



診療科（医局）は小児科6名（常勤4名・非常勤

2名）、児童精神科2名（常勤1名・非常勤1

名）、リハビリテーション科2名（非常勤2名）の

合計10名の医師で構成されています。常勤医師5

名は女性医師2名を含み、全員30代～40代の若い

メンバーとなっています。これらの医師が当セン

ターの療育診療と小児診療を担当いたします。 

療育診療では主に小児神経疾患（重症心身障害

児者、脳性麻痺、脳・脊髄の奇形、変性疾患、筋

疾患など）、発達障害（自閉症、AD/HD、学習障

害など）、および情緒や行動の問題を持つ小児を

対象とした診察を行っています。また、リハビリ

テーション各科のスタッフと連携して補装具外来

や摂食外来などの専門外来が開かれています。各

科医師はお子さんの持つ障害の診断と見立てを行

い、個人情報の保護について十分配慮しながら、

必要に応じてご家族や教育機関などへお子さんの

障害特性についてのご説明・情報共有を進めてい

ます。また、丌定期にではありますが地域の皆さ

まに広く障害についての知識を深めていただくた

めの講習会を診療科医師が担当しています。 

「えみんぐ」（小児診療室）では、近隣の地域

のお子様の発熱・体の丌調など小児内科的なご相

談・各種ワクチンの予防接種など、地域の身近な

「かかりつけ医」としての機能を果たすべく努力

しているところです。 

療育診療と「えみんぐ」での小児診療は、互い

に連携しながら診療を進めていくことで地域のす

べてのお子さんの心身の健康に寄不できるシステ

ムを構築することを目指しています。今後とも地

域の皆様の「輪を和でつなぐ」ため、診療科医師

一同がんばっていきたいと思っています。 

（診療科長 井上 祐紀） 

新センター開設前にセンター周辺の住民50件の

ご自宅を訪問して、ご挨拶に伺いました。多くの

皆さんから地域の子供たちのために頑張ってくだ

さいというお声を頂きました。そうした期待の声

に応えたい、そして、尐しでも「島田療育セン

ターはちおうじ」のことを知ってもらいたいとい

う思いから、町会費を納めて「島田療育センター

はちおうじ」として台町4丁目の町内会に入会し

ました。 

7月23日（土）に開催された台町4丁目納涼夏

祭りでは、「綿菓子」機器と材料を島田療育セン

ター後援会に寄付して頂き、「綿菓子」店を出店

しました。 

夏祭り当日は、休みにも関わらず朝から数名の

職員が会場準備を手伝い、夕方からは「綿菓子」

作りや子供会の「金魚すくい」に汗を流しまし

た。 

「綿菓子」は多

くの子供たちが行

列を作って、約3時

間で232本も売れ

て大盛況でした。

会場の設置や「綿

菓子」販売をする

センター職員の姿

を町会長さんはじ

め町内会の方が見

ていてくださり、お祭り閉会後に多くの方々から

お礼を頂きました。 

私共の「療育」という仕事を地域の皆さんに認

知されるにはまだまだ時間がかかるように思いま

す。「島田療育センターはちおうじ」が地域の皆

さんにとって身近な存在になれるように、これか

らも努力を積み重ねていきたいと思っています。 

（副所長 鮎澤 浩一） 



島田療育センターはちおうじでは、毎月1回程

度、講習会を行っています。テーマは毎回異なり、

テーマによって対象も変わります。これまで行った

講習会を簡単に紹介します。 

6月は次年度就学される

お子様の保護者の方を対

象に「就学情報交換会」

を行いました。総勢73名

の方に来ていただきまし

た（写真）。7月は当セ

ンター理学療法士、言語

聴覚士による「正しい姿勢で楽しく食べよう」とい

う食事の摂り方に関する講習会でした。保護者の方

を中心に参加していただき、実技による講習などを

行いました。8月は当センターの作業療法士、臨床

心理士による「気になる行動の見方と対応」をテー

マに講習会を行いました。保育園や幼稚園、小学校

の先生方と行動の見方と対応についてビデオなどで

実際の事例を見ながら考えていきました。 

今後については日程等が決まり次第、随時お知ら

せしていきます。皆様のご参加をお待ちしておりま

す。 

（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科心理士 神田 聡） 

 タレントのタモリさんは仕事

が忙しくて旅行に行けず、時刻

表を見ては行った気になってい

るそうです。旅好きな私は、い

くら仕事が忙しくてもそんな境

地にはなれません。テレビなどで近郊の観光地

が紹介されると、すぐにインターネットで調べ

てみたくなります。近場にうまい蕎麦屋はある

か、帰りに寄れる日帰り温泉はあるか。タモリ

さんならそれで満足できるのでしょうが、凡人

の私はダメです。考えた計画は実行しなければ

完結しません。愛車を駆って、いざ日帰りの旅

へ、となるのです。 

旨いと言われている蕎麦屋が本当に旨く（ハ

ズレもあります）、温泉も気に入れば、大満足

の一日です。こんな楽しみを味わってしまう

と、益々プチ旅行にはまってしまいます。 

そろそろ季節も移り変わり、

「紅葉を愛で、新蕎麦を食し、

温泉に浸かる」に相応しい気候

になります。この原稿を書いて

る傍から旅好きの虫が疼いてき

ました。皆さん、どこかお勧め

の場所はありませんか～？ 

（通所科長 箱崎 一 隆） 

こどもがかかりやすい
病気（発熱や嘔吐・下
痢など）の診察・治療

を行っています。 
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■■【講座】■■ 

『こどもの身近な事故とその予防について』 

   11/12（土）10：00～11：30 

◆場 所…当センター 

◆申込み電話番号…042-634-8758 

◎費用はかかりません。お気軽にご参加下さい。  

【 インフルエンザワクチン接種 の 予約を受付中 】 

 ◆実施日：10/28～1/6 
 ◆時 間：火曜14～15時 と 金曜14～17時 

 ◆料 金：13歳未満 1回 ￥3,150 
                13歳以上 1回 ￥3,700 

＊シナジスも接種可能です。 


